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社会を変えながら個人が変わる 

社会と関わりながら個人を変える 
                                校長  水戸  巌 

３年生は今年度、修学旅行での企業訪問や“届け

よう、服のチカラ”プロジェクトの活動をとおして、
ＳＤＧｓについて多くの学びを得たことと思いま
す。社会科（公民）の教科書には、その最後にＳＤ
Ｇｓが取り上げられています。そして、１・２年生
も出身の葛巻小学校や見附小学校等がＳＤＧｓの
活動に熱心に活動していることから、高い関心をも
っている人も多いことでしょう。 

今年度、私はオンラインではありますが、ＳＤＧ

ｓの第一人者として、国連とも関わり活躍されてき

た佐藤真久様（現・東京都市大学大学院教授）の講演を聴く機会がありました。そこで強調され

ていたことは、ＳＤＧｓの学び・気づきをとおして「社会を変えながら個人が変わる、社会と関

わりながら個人を変える」ことの重要性です。 

要するに、ＳＤＧｓの目標を自分ごととして捉
え、より良い未来を築くために一人ひとりが具体
的に行動することが大切なのだということだと

考えます。西中のみなさんにも、その学びを、ぜ
ひ、個人の行動につなげてほしいと思います。 
そういうあなた（水戸）は何をしているの？ 
「ゴール１２：つくる責任 つかう責任」の１

つとして位置づけられている「エシカル消費」に
ついて実践していることに絞って紹介します。
「エシカル消費」とは、「地域活性化や雇用など
も含む、人や社会、環境に配慮した消費行動」「消

費者それぞれが各自にとって 社会的課題解決を考慮したり、そうした課題に取り組む事業者を
応援したりしながら消費活動を行うこと」を言います。 

≪水戸の「エシカル消費」実践例≫ 
  ●障がい者雇用に積極的に取り組んでいるチョコレート会社のチョコを購入。 

  ●徹底した地産地消に取り組む酒蔵、災害からの復興をとおして地域づくりを進める酒蔵の 

日本酒を購入。 

   ●復興支援と銘打って販売されているお菓子等の食料品や B-ray ディスク等の製品を購入。 

   ●フェアトレード認証による原材料を使った、あるいは売り上げの一部を途上国の教育環境、 

働く方々の雇用環境の整備への支援に当てているコーヒーを購入。   など 

かつて私は、見附市で開催された地球環境保護団体の方の講演に刺激を受け、その団体に加入
し活動しようと真剣に悩んだこと（申込用紙まで取り寄せました）があります。結果として、教

修学旅行でのＳＤＧｓ学習 

“届けよう、服のチカラ”プロジェクト 



員としての仕事と両立させることは困難だと判断したこと、教員という立場でできることはた
くさんあること、から入会は断念しましたが、現在も無理せず実践できることに取り組んでいる
つもりです。 

３年生のみなさん、卒業後も社会との関わりの中で学びを深めてほしいと思いますし、より良
い未来を築く一員として成長してくれることを願っています。そして、１・２年生のみなさん、
今後の学校生活・家庭生活・社会生活の中でこういったことを意識し、より学びを深めてくれる
ことを願っています。 
 

 西中のさらなる発展を願って 
～同窓会入会式～ 

 

 
３月２日(水)、同窓会長・山村貴広様をお招きして、 

同窓会入会式を行いました。会長様から激励の言葉を 
ただいた後、学年の代表生徒が「社会に貢献、そして 
西中の発展に協力していきます」と入会の言葉を述べ 

てくれました。 

 

 ありがとう３年生 感謝週間②  

 
3 年生感謝週間の取組として、放送・動画や掲示

物等を使って、１・２年生から様々なメッセージが

3 年生に届けられています。 

「3 年生の良いところ」のメッセージでは、「行動

するのが早い」「楽しむところは楽しみ、集中すると

ころは集中し、メリハリがある」「ダンスや勉強、部

活の技術など教えるのが上手」「挨拶がすごい」「し

た学年に優しい」「自分から進んで行動できる」「団

結力や協調性。仲が良く何事にも強調して取り組ん

でいる姿」などがあがっていました。 
 

 卒業証書授与式について  
 
新型コロナウイルス感染症への対応から、昨年度同様、来賓をお呼びせず、１・2 年生はリモ

ートでの参加とし、内容を一部省略するなどして卒業証書授与式を実施することを皆様に心か
らお詫びいたします。 
もう一つ、ご理解いただきたいことがあります。私は、日頃から「主役は生徒」と考えていま

す。そこで、「校長式辞」について、前文の挨拶や後文のお礼の言葉などを省略し、生徒へのメ
ッセージを中心に読み上げます。卒業生及びその保護者の皆様には原文を印刷物にして配付い
たしますので、ぜひそちらをお読みください。 

  
子どもたちの活動の様子をホームページ(西中ブログ)でお知らしています。ご覧ください。 

今年も素敵なプレゼントが・・・ 
 

「ボランティア部」「あいさつ部」の活動を新聞等で知り、感銘を受けて毎年部員
にプレゼントを送ってくださる方がいます。栃木県でガラス工芸を営まれている方で
す。今年も素敵なガラス玉ストラップやメッセージカードが届きました。 
 県外からも西中の活動を支えてくださる方がいらっしゃることに感激ですね。 
 

 

 


